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海水浴場等の入込状況について 

 
 本年は、梅雨明けが平年並みとなり、また台風の影響により波の高い日が続き７月

中旬までは天候に恵まれませんでしたが、海の日の三連休から夏らしい天候となり順

調に入込客が増加しました。また、８月には近隣海域をはじめ全国各地でのサメの目

撃騒動もありましたが、監視体制を強化するなどの対応をとった結果、入込客数に大

きな影響はありませんでした。 

 

記 

１ 入込状況  

(1)海水浴場入込客数 

年 度 合 計 静 波 相 良 

平成 27年度 昨年度の３割増の見込み 

※入込客数は 8/31 閉場式の際、公表予定 

平成 26年度 378千年 266千人 112千人 

平成 25年度 540千人 390千人 150千人 

<増加の要因> 

① 学校等の夏休み期間より天候が回復し、気温の高い日が続いた。 

② 海の日の三連休以降からお盆時期まで、台風の襲来が無く遊泳禁止日が無 

かった。（Ｈ26年は、４日間の遊泳禁止日） 

③ 圏央道の利用者と想定される東京都の八王子、多摩、埼玉県の所沢、大宮 

の車両ナンバーが増えた。 

<減少の要因> 

① 海開きから７月中旬までとお盆明けの８月下旬の台風等による天候に恵ま 

れなかった。 

※ サメによる影響は皆無ではないと思われるが、少ないと考えている。 

 

(2)海水浴場市営駐車場駐車台数（＊大型・二輪車含む） 

年 度 合 計 静 波 相 良 

平成 27年度 15,474台 11,385台 4,089台 

平成 26年度 9,707台  7,132台 2,575台 

平成 25年度 ― 12,412台 ―（無料） 

 

(3)海水浴場駐車場市民無料利用券利用枚数 

年 度 合 計 静 波 相 良 

平成 27年度   572枚    443枚   129枚 

平成 26年度    414枚    347枚    67枚  




